
(57)【要約】
【課題】　２パス以上のマルチパス方式の圧縮符号化処理において、２回目以後の発生符
号量を目標符号量へ精度良く合わせる。
【解決手段】　圧縮符号化方法は、（ａ）動画像信号を直交変換し量子化しエントロピー
符号化して符号化ストリームを生成するステップと、（ｂ）前記ステップ（ａ）で得られ
た符号化結果に基づいて単位区間毎に目標符号量を設定するステップと、（ｃ）量子化幅
に対する発生符号量を予測する予測グラフを参照して前記目標符号量に応じた量子化幅を
決定し前記ステップ（ａ）の処理を実行するステップと、を備える。
【選択図】　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
２ パ ス 以 上 の マ ル チ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 動 画 像 信 号 を 直 交 変 換 し 量 子 化 し エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 し て 符 号 化 ス ト リ ー ム を 生
成 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｂ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で 得 ら れ た 符 号 化 結 果 に 基 づ い て 単 位 区 間 毎 に 目 標 符 号 量 を
設 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 （ ｃ ） 量 子 化 幅 に 対 す る 発 生 符 号 量 を 予 測 す る 予 測 グ ラ フ を 参 照 し て 前 記 目 標 符 号 量 に
応 じ た 量 子 化 幅 を 決 定 し 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） の 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 圧 縮 符 号 化 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で 得 ら れ た 符 号 化 結 果 に 基 づ い て 特 徴 量 を 得 る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 特 徴 量 に 基 づ い て 前 記 単 位 区 間 を 定 め る ス テ ッ プ と 、
を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 圧 縮 符 号 化 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 圧 縮 符 号 化 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で 得 ら れ た 符 号 化 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 符 号 化 ス ト リ ー ム を 受 信 す
る 受 信 側 の バ ッ フ ァ メ モ リ の 占 有 量 を 予 測 す る ス テ ッ プ を さ ら に 備 え 、
　 前 記 ス テ ッ プ （ ｃ ） は 、 前 記 占 有 量 に 応 じ て 前 記 量 子 化 幅 を 決 定 す る ス テ ッ プ を 含 む こ
と を 特 徴 と す る 圧 縮 符 号 化 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 画 像 信 号 を 圧 縮 符 号 化 す る 高 能 率 符 号 化 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 次 世 代 の 高 能 率 動 画 像 符 号 化 規 格 と し て 、 Ｉ Ｔ Ｕ － Ｔ （ International Telecomm
unication Union-Telecommunication Sector） の Ｖ Ｃ Ｅ Ｇ （ Video Coding Experts Group
） と Ｉ Ｓ Ｏ ／ Ｉ Ｅ Ｃ （ International Organization for Standardization/International
 Electrotechnical Commission） の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ （ Moving Picture Experts Group） と い う ２
つ の 標 準 化 団 体 が 共 同 で 策 定 し た 「 Ｈ ． ２ ６ ４ 」 （ ISO/IEC14496-10） が 注 目 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 動 画 像 信 号 の 符 号 化 技 術 と し て 、 符 号 化 ス ト リ ー ム の ビ ッ ト レ ー ト を 可 変 に 制 御
す る 可 変 ビ ッ ト レ ー ト 符 号 化 と 、 そ の ビ ッ ト レ ー ト を 一 定 に 制 御 す る 固 定 ビ ッ ト レ ー ト 符
号 化 と が 知 ら れ て い る 。 ２ パ ス 方 式 の 可 変 ビ ッ ト レ ー ト 符 号 化 法 は 、 １ 回 目 （ １ パ ス 目 ）
の 符 号 化 結 果 に 基 づ い て 単 位 区 間 毎 の 目 標 符 号 量 を 決 定 し 、 ２ 回 目 （ ２ パ ス 目 ） の 圧 縮 符
号 化 時 に 、 前 記 目 標 符 号 量 に 応 じ て 量 子 化 幅 を 変 え る こ と で 単 位 区 間 毎 の 発 生 符 号 量 が 目
標 符 号 量 に 近 づ く よ う に 制 御 す る 方 法 で あ る 。 ２ パ ス 方 式 の 可 変 ビ ッ ト レ ー ト 符 号 化 技 術
は 、 た と え ば 、 特 許 文 献 １ （ 特 開 平 １ １ － １ ３ ６ ６ ７ ３ 号 公 報 ） に 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 １ １ － １ ３ ６ ６ ７ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の ２ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化 法 で は 、 ２ 回 目 の 符 号 化 処 理 に よ る 発 生
符 号 量 と 、 １ 回 目 の 符 号 化 処 理 で 決 定 し た 目 標 符 号 量 と の 差 が 広 が り や す い と い う 問 題 が
あ る 。 特 に 、 上 記 Ｈ ． ２ ６ ４ に よ る ２ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化 方 法 は 、 従 来 の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 方 式
に よ る 圧 縮 符 号 化 法 と 比 べ る と 演 算 量 が 多 い た め 、 目 標 符 号 量 に 対 す る 量 子 化 幅 の 予 測 が
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難 し く 、 前 述 の 問 題 が 起 き や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 状 況 な ど に 鑑 み て 本 発 明 の 主 目 的 は 、 ２ パ ス 以 上 の マ ル チ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化
処 理 に お い て 、 ２ 回 目 以 後 の 発 生 符 号 量 を 目 標 符 号 量 へ 精 度 良 く 合 わ せ る こ と を 可 能 に す
る 圧 縮 符 号 化 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す べ く 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ２ パ ス 以 上 の マ ル チ パ ス 方 式 の 圧 縮 符
号 化 方 法 で あ っ て 、 （ ａ ） 動 画 像 信 号 を 直 交 変 換 し 量 子 化 し エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 し て 符 号
化 ス ト リ ー ム を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｂ ） 前 記 ス テ ッ プ （ ａ ） で 得 ら れ た 符 号 化 結 果 に
基 づ い て 単 位 区 間 毎 に 目 標 符 号 量 を 設 定 す る ス テ ッ プ と 、 （ ｃ ） 量 子 化 幅 に 対 す る 発 生 符
号 量 を 予 測 す る 予 測 グ ラ フ を 参 照 し て 前 記 目 標 符 号 量 に 応 じ た 量 子 化 幅 を 決 定 し 前 記 ス テ
ッ プ （ ａ ） の 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 本 発 明 に 係 る 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 、 Ｈ ． ２ ６ ４ に 準 拠 す る 符 号 化 器 １ の 構 成 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 符
号 化 器 １ は 、 減 算 器 １ ０ ， 変 換 部 １ １ ， 量 子 化 部 １ ２ ， エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ３ ， 逆 量
子 化 部 １ ４ ， 逆 変 換 部 １ ５ ， 加 算 器 １ ６ ， ル ー プ フ ィ ル タ １ ７ ， フ レ ー ム メ モ リ １ ８ ， フ
レ ー ム 内 予 測 部 １ ９ ， 動 き 補 償 部 ２ ０ ， 動 き 予 測 部 ２ １ ， ス イ ッ チ 部 ２ ２ お よ び 符 号 化 制
御 部 ２ ３ を 備 え て い る 。 マ ル チ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化 法 を 説 明 す る 前 に 、 ま ず 、 符 号 化 器
１ の 動 作 を 概 説 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 動 画 像 信 号 は 、 時 間 的 に 連 続 す る 複 数 枚 の フ レ ー ム 映 像 か ら な り 、 符 号 化 器 １ に 入 力 す
る 。 減 算 器 １ ０ は 、 入 力 フ レ ー ム 映 像 と ス イ ッ チ 部 ２ ２ か ら 伝 達 す る フ レ ー ム 映 像 と の 差
分 を 変 換 部 １ １ に 出 力 す る 。 ス イ ッ チ 部 ２ ２ は 、 符 号 化 制 御 部 ２ ３ の 制 御 を 受 け て 、 Ｉ ピ
ク チ ャ （ Intra-coded picture） に つ い て フ レ ー ム 内 予 測 符 号 化 を 行 う と き は 、 フ レ ー ム
内 予 測 部 １ ９ と 減 算 器 １ ０ と を 接 続 し 、 Ｂ ピ ク チ ャ （ Bidirectionally predictive-coded
 picture） と Ｐ ピ ク チ ャ （ Predictive-coded picture） に つ い て フ レ ー ム 間 予 測 符 号 化 を
行 う と き は 、 動 き 補 償 部 ２ ０ と 減 算 器 １ ０ と を 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 変 換 部 １ １ は 、 入 力 信 号 を ４ × ４ 画 素 単 位 で 整 数 変 換 し 、 そ の 変 換 係 数 を 量 子 化 部 １ ２
に 出 力 す る 。 量 子 化 部 １ ２ は 、 符 号 化 制 御 部 ２ ３ か ら 供 給 さ れ る 量 子 化 幅 （ 量 子 化 ス テ ッ
プ 幅 ） Ｑ で 、 入 力 す る 変 換 係 数 を 量 子 化 し 、 そ の 結 果 得 ら れ る 量 子 化 係 数 を エ ン ト ロ ピ ー
符 号 化 部 １ ３ と 逆 量 子 化 部 １ ４ と に 出 力 す る 。 こ こ で 、 量 子 化 幅 Ｑ が 大 き い ほ ど に 発 生 符
号 化 量 は 小 さ く な り 、 量 子 化 幅 Ｑ が 小 さ い ほ ど に 発 生 符 号 化 量 は 大 き く な る 。 動 き 予 測 部
２ １ は 、 符 号 化 器 １ に 入 力 す る ２ 枚 ～ ５ 枚 の フ レ ー ム 映 像 を 参 照 し て 動 き ベ ク ト ル を 生 成
し こ れ を エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ３ に 供 給 し て お り 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部 １ ３ は 、 前 記
動 き ベ ク ト ル に 基 づ い て 前 記 量 子 化 係 数 に 可 変 長 符 号 化 を 施 す こ と で 符 号 化 ビ ッ ト ス ト リ
ー ム を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 逆 量 子 化 部 １ ４ は 、 量 子 化 部 １ ２ か ら 入 力 し た 量 子 化 係 数 を 逆 量 子 化 し 、 逆 変 換 部 １ ５
は 、 逆 量 子 化 部 １ ４ か ら 入 力 し た 変 換 係 数 を 逆 変 換 す る こ と で フ レ ー ム 映 像 に 復 号 化 す る
。 こ の フ レ ー ム 映 像 は 、 ス イ ッ チ 部 ２ ２ か ら 伝 達 す る フ レ ー ム 映 像 と 加 算 さ れ 、 ル ー プ フ
ィ ル タ １ ７ で ブ ロ ッ ク ・ ノ イ ズ を 低 減 さ れ た 後 に フ レ ー ム メ モ リ １ ８ に 蓄 積 さ れ る 。 フ レ
ー ム メ モ リ １ ８ は 、 フ レ ー ム 内 予 測 部 １ ９ と 動 き 補 償 部 ２ ０ と に 遅 延 し た フ レ ー ム 映 像 を
供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 上 記 符 号 化 器 １ を 用 い た マ ル チ パ ス 方 式 の 符 号 化 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に
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示 す よ う に 、 第 １ 回 目 （ １ パ ス 目 ） の 符 号 化 処 理 で は 、 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ が 符 号 化 器
１ に 対 し て 量 子 化 幅 Ｑ な ど を 含 む 制 御 信 号 を 供 給 す る 。 符 号 化 器 １ は 、 最 適 符 号 化 予 測 部
３ ０ の 制 御 を 受 け て 動 画 像 信 号 を 圧 縮 符 号 化 す る こ と で 符 号 化 ス ト リ ー ム を 生 成 す る 。 こ
の と き 、 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ は 、 初 期 情 報 に 基 づ い て 、 フ レ ー ム 映 像 毎 あ る い は Ｇ Ｏ Ｐ
（ Group of picture） 毎 に 量 子 化 幅 Ｑ を 指 定 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ は 、 第 １ 回 目 の 符 号 化 結 果 か ら 特 徴 量 を 取 得 す る 。 特 徴 量 と し て
は 、 た と え ば 、 各 フ レ ー ム 映 像 毎 の フ レ ー ム 内 符 号 化 ま た は フ レ ー ム 間 符 号 化 の 種 別 、 各
フ レ ー ム 映 像 毎 の 発 生 符 号 量 ， 符 号 化 前 の 元 の 動 画 像 信 号 と こ れ を 符 号 化 し た 後 に 復 号 化
し た 動 画 像 信 号 と の 誤 差 ， フ レ ー ム 内 符 号 化 に 使 用 さ れ た 画 素 ブ ロ ッ ク の 個 数 な ど が 挙 げ
ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 第 ２ 回 目 （ ２ パ ス 目 ） の 符 号 化 処 理 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 特 徴 量 解 析 部 ３ １
が 、 第 １ 回 目 で 取 得 さ れ た 特 徴 量 を 解 析 し て 入 力 動 画 像 信 号 を シ ー ン 単 位 で 分 割 す る 。 こ
こ で 、 シ ー ン と は 、 フ レ ー ム 映 像 間 の 相 関 が 著 し く 小 さ く な る シ ー ン チ ェ ン ジ と シ ー ン チ
ェ ン ジ と の 間 の フ レ ー ム 映 像 群 を 意 味 す る 。 ま た 、 特 徴 量 解 析 部 ３ １ は 、 映 像 シ ョ ッ ト 毎
の 発 生 符 号 量 に 基 づ い て 後 述 の 重 み 付 け 係 数 Ｗ を 設 定 す る 。 特 徴 量 解 析 部 ３ １ は 、 重 み 付
け 係 数 Ｗ や 映 像 シ ョ ッ ト 情 報 な ど を 事 前 符 号 量 予 測 部 ３ ２ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 事 前 符 号 量 予 測 部 ３ ２ は 、 前 回 の 符 号 化 結 果 に 基 づ い て 、 符 号 化 ス ト リ ー ム の 受 信 側 の
バ ッ フ ァ メ モ リ の 占 有 量 （ デ ー タ 蓄 積 量 ） を 予 測 す る 。 図 ４ は 、 特 徴 量 解 析 部 ３ １ で 特 徴
量 を 解 析 す る 前 の 受 信 側 の バ ッ フ ァ メ モ リ の 占 有 量 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。 図 ５ は
、 事 前 符 号 量 予 測 部 ３ ２ が 予 測 す る 占 有 量 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。 図 ４ の 場 合 で は
、 占 有 量 が バ ッ フ ァ メ モ リ の 上 限 値 （ バ ッ フ ァ 上 限 ） を 超 え る た め 、 バ ッ フ ァ メ モ リ が 破
綻 し て し ま う 。 こ の よ う な 事 態 を 避 け る べ く 、 図 ５ に 示 す よ う に シ ー ン 毎 に 占 有 量 を 予 測
し て お く 。 こ の と き 、 事 前 符 号 量 予 測 部 ３ ２ は 、 図 ６ に 示 す 予 測 グ ラ フ を 用 い て 各 シ ー ン
毎 の 予 測 符 号 量 を 算 出 す る 。 こ の 予 測 グ ラ フ の 横 軸 は 、 量 子 化 幅 ｘ を 、 縦 軸 は 、 量 子 化 幅
ｘ に 関 す る 発 生 符 号 量 f(ｘ )を そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 予 測 符 号 量 Ｐ （ ｎ ＋ １ ） は 、 前 回 の
発 生 符 号 量 Ｐ （ ｎ ） に 、 前 記 重 み 付 け 係 数 Ｗ と (f(Q)-f(Q+dQ))/f(Q)と を 乗 算 し て 得 ら れ
る 。 す な わ ち 、 Ｐ （ ｎ ＋ １ ） ＝ Ｐ （ ｎ ） × Ｗ × (f(Q)-f(Q+dQ))/f(Q)、 で あ る 。 事 前 符 号
量 予 測 部 ３ ２ に よ る 予 測 結 果 は 、 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ に 供 給 さ れ る 。 な お 、 予 測 グ ラ フ
は 、 符 号 化 処 理 に 対 す る 発 生 符 号 量 を 統 計 処 理 す る こ と で 図 ５ に 示 す よ う な 量 子 化 幅 と 発
生 符 号 量 と の 間 の 関 係 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ は 、 事 前 符 号 量 予 測 部 ３ ２ に よ る 予 測 結 果 に 基 づ い て 、 図 ６ に 示
す 予 測 グ ラ フ を 用 い て 、 各 シ ー ン 毎 の 目 標 符 号 量 に 合 わ せ て 量 子 化 幅 Ｑ を 決 定 す る 。 決 定
さ れ た 量 子 化 幅 Ｑ は 符 号 化 器 １ に 供 給 さ れ る 。 ま た 、 最 適 符 号 化 予 測 部 ３ ０ は 、 第 ２ 回 目
の 符 号 化 結 果 か ら 特 徴 量 を 取 得 す る 。 こ の 特 徴 量 は 、 第 ３ 回 目 の 符 号 化 処 理 に 使 用 さ れ 得
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 通 り 、 本 実 施 例 の マ ル チ パ ス 方 式 の 圧 縮 符 号 化 に よ れ ば 、 予 測 グ ラ フ （ 図 ６ ） に
基 づ い て 目 標 符 号 量 が 算 出 さ れ る た め 、 ２ 回 目 以 後 の 発 生 符 号 量 を 目 標 符 号 量 へ 精 度 良 く
合 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 上 記 の 圧 縮 符 号 化 処 理 を ３ パ ス 以 上 繰 り 返 す こ と で 一
定 の ビ ッ ト レ ー ト へ 早 く 収 束 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 固 定 ビ ッ ト レ ー ト 符 号 化 を 効 率 良
く 実 行 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 Ｈ ． ２ ６ ４ に 準 拠 す る 符 号 化 器 の 構 成 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 １ 回 目 （ １ パ ス 目 ） の 符 号 化 処 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ２ 回 目 （ ２ パ ス 目 ） 以 後 の 符 号 化 処 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 受 信 側 の バ ッ フ ァ メ モ リ の 占 有 量 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 事 前 符 号 量 予 測 部 で 予 測 さ れ る 占 有 量 を 概 略 的 に 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 量 子 化 幅 に 関 す る 発 生 符 号 量 を 予 測 す る 予 測 グ ラ フ を 概 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 符 号 化 器
　 １ ０ 　 減 算 器
　 １ １ 　 変 換 部
　 １ ２ 　 量 子 化 部
　 １ ３ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 部
　 １ ４ 　 逆 量 子 化 部
　 １ ５ 　 逆 変 換 部
　 １ ６ 　 加 算 器
　 １ ７ 　 ル ー プ フ ィ ル タ
　 １ ８ 　 フ レ ー ム メ モ リ
　 １ ９ 　 フ レ ー ム 内 予 測 部
　 ２ ０ 　 動 き 補 償 部
　 ２ １ 　 動 き 予 測 部
　 ２ ２ 　 ス イ ッ チ 部
　 ２ ３ 　 符 号 化 制 御 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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